
 
 
 
 
 
 
 

出費 

 

出費とは、商業家主が合理的に負担しテナントに転嫁する、物件に関する運営費であり、賃料の一部と

して、または賃料に加えて発生します。

出費の回収 
リース契約には通常、テナントから出費を回収

する 3つの方法のいずれかが含まれます。 

• 直接回収 - 家主が出費費用を支払い、テナ

ントに請求します。 

• ネットリース回収 – 実費用に基づく年末調整

で、事前に予算を計上して請求します。  

• グロスリース回収 – 実費用とは関係なく、調整

なしで賃料に見積もり金額が含まれます。 

小売店と商用リース契約の

比較 
商用と小売店のリース契約では、出費は大きく

異なります。 

• 1994年小売店賃貸借法（Qld）（RSL法） に

は、小売店のリース契約の出費に関する具

体的な規定が含まれています。 

• 商用リース契約には「標準的」な出費の定

義はありません。 

重要な事実 
家主は、地税、家主の保険契約に基づく超過支

払い、管理組合の減債基金など、RSL法に記載

されている特定の費用を小売テナントに請求す

ることはできません（ただし、管理組合費用は回

収可能）。 

• 一般的に、家主は出費から利益を得ること

はできず、負担した費用のみを転嫁する必

要があります。 

 

 

小売テナントの出費 
小売店賃貸借契約のテナントは、リース契約で

次の事項が定められている場合にのみ、出費の

支払い責任を負います ： 

• 支払うべき出費、 

• その決定、割り当て方法  

• 家主がテナントから回収するプロセス。 

RSL 法の命じるところにより、家主は小売スペー

スの割合に基づいて出費の一部をテナントに転

嫁することのみが可能です。  

見積もりと明細書 
RSL法に基づき、家主はリース契約開始時、ま

たは当該期間（多くの場合会計年度）が始まる 1

ヶ月前にテナントへ出費見積もりを提出する必

要があります。  

• 通常、毎年 9月 30日までに監査済みの年

次出費明細書（明細書）がテナントへ提供さ

れます。 

• 登録監査人は明細書を作成する必要があり

ます。 

# 重要なヒント 
• 出費明細を確認しましょう。 

• 予見可能な出費コストの増加に対し

て予算を計上します。 

• 管理組合内の紛争に関する情報にア

クセスします。 

https://www.qld.gov.au/law/housing-and-neighbours/body-corporate/disputes


 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この情報は一般的なガイダンスのみを提供するものです。 これ
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る法律を考慮した、独立した法的アドバイスを求めることをお勧
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• テナントには、監査済み明細書を受け取るま

で出費の支払いを行わない選択肢がありま

す。 

• テナントは支払いを保留することを決定する前

に、法的アドバイスを求める必要があります。 

不正確な見積もり 

仕入先からの出費は予想外に膨らむこともあり、

通常、家主の力が及ぶところではありません。  

• 通常、テナントは、実際に監査された金額が見

積もりを上回ることが判明した場合、出費の支

払いを避けることはできません。 

• QCATまたは裁判所は、家主がテナントを誤解

させるような不正確な見積もりを故意に提供し

たかどうかを決定することがあります。 

準備と確認 

見積もりと明細書を作成または確認するときに

は、次の点を考慮してください： 

• すべての項目は、リース契約および（該当す

る場合）RSL法において許可されている出費

か？ 

• 請求費用はその負担が妥当な費用である

かどうか？ 

• 数値は正確か？ 

• 比率は正しく計算されているか？ 

• 各費用は項目化され、総出費の 5%をこえる

ことはないか？（費用をさらに項目化できる

場合にのみ適用）。 

• 明細書は、登録監査人による作成かどう

か？ 

 

テナントは、リース契約で指定されている出費に

加え、事業の一環として契約する直接費用を負

担する責任があります。これには、インターネッ

トや電話の費用、自己手配した電気や水道など

を含みます。 

出費の交渉 

テナントは、リース契約に基づいて出費を行うこ

とに同意し、一般的に、費用を再交渉することは

できません。 

• 出費の一括払い金額が大きいと、テナント

のキャッシュフローに問題が生じる可能性が

あります。支払い計画の交渉は、事業継続

可能性と物件のテナントを確保し、双方に最

善の利益をもたらす可能性があります。  

リース契約において、家主単独の裁量で出費に

対するサービス提供業者を指名することができ

る場合、テナントがこの仕事を誰が実行するか

交渉できる可能性は高くありません。 

誰が紛争を裁定するか 

QSBCの調停人は、出費負担の発生が妥当であ

ったかどうかに関する紛争（最高 750,000 ドル相

当）を調停することはできますが、出費の金額に

関しては調停できません。 

• QCATが小売店のリース契約に関するテナ

ントと家主間の紛争について検討するの

は、QSBCで調停を行っても解決しない場合

です。 

商用（小売店以外）リース契約における出費をめ

ぐる金銭的紛争をどの裁判所が審理するかは、

係争中の金額によって異なります： 

• 最大 150,000 ドル － 治安判事裁判所 

• 150,000 ドルを超え 750,000 ドルまで－地方

裁判所 

• 750,000 ドル超 －最高裁判所 

 

詳しくは 
QSBC まで  オンラインで問い合わせを送信する

か、1300 312 344 に電話して お問い合わせくだ

さい。 

https://www.courts.qld.gov.au/going-to-court/money-disputes
https://www.courts.qld.gov.au/going-to-court/money-disputes/money-disputes-under-150000
https://www.courts.qld.gov.au/going-to-court/money-disputes/money-disputes-150000-to-750000
https://www.courts.qld.gov.au/going-to-court/money-disputes/money-disputes-over-750000
https://qsbc.atlassian.net/servicedesk/customer/portal/18/group/181

